
Ⅳ 京都市を除く結果の概要 

１ 教科の概要（京都市を除いている。） 

 

 

 

 

 

（1）小学校国語 

・他の領域に比べ、書くことの領域に課題が見られる。目的や意図に応じて、事実

と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工

夫することができるかどうかを見ること（府正答率53.5％）に課題がある。 

    ⇒考えの形成を基に記述する資質・能力に関して系統的に指導することが重要。各

目的や意図を明確にした上で、詳しく書く必要のある場合や簡単に書いた方が効

果的である場合などを判断しながら書き表し方を工夫することが重要 

                    

○全国と比較して、Ⅾ層（下位）の割合は少ない傾向にあるが、小学校算数以外

においてはＡ層（上位）の割合も少ない。 

○領域や観点によって、全国平均を下回っているものもあるが、全国の傾向と大

きな違いはない。 
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条件の一つ目を満たしていない誤答 

が36.6％ 



（2）小学校算数 

・他の領域に比べ、変化と関係の領域に課題が見られる。特に、道のりが等しい場

合の速さについて、時間を基に判断し、その理由を言葉や数を用いて記述するこ

と（府正答率34.5％）に課題がある。 

⇒速さ、時間、道のりの関係を正しく理解し、日常の場面に対応させたり、言語を

用いて互いに説明し合ったりする指導が重要 
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速さを比較するのに、２人が歩いた道のりが等しいことだけを書き、時間について書

いていない誤答が31.3％ 



（3）中学校国語 

・読むことの領域に課題が見られる。本文と本文中の図とを結びつけ、その関係を踏

まえて内容を解釈すること（府正答率34.7％）に課題がある。 

⇒文章と図表の関連には、断片的な情報が互いに内容を補完し合っている場合、文章

が図表の解説になっている場合などがある。よって、ぞれぞれどの部分とどの部分

とが関連しているのかを確認することが重要 
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１と解答し、２と解答していない誤答が27.5％ 

２と解答し、１と解答していない誤答が26.1％ 



（4）中学校数学 

    ・数量及び数量の関係を捉え説明する場面において必要となる、事象に即して解釈 

したことを数学的に表現すること（府正答率31.0％）に課題が見られる。 

⇒単なる文字を用いた式の表し方として覚えるのではなく、数量やその関係と関連

付けて理解することが重要 
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偶数を2nで表しているが、連続する２つの偶数の差が２であることを理解しておらず2nの

次の偶数が4nになっている誤答が12.1％ 

２つの連続する偶数の差が２であることは理解しているが、偶数を2nとしておらず、n，

n+2となっている誤答が11.2％ 

偶数を2nで表すことも、連続する偶数の差が２であることもいずれの性質も含まれていな

い誤答が11.3％ 


